
12
月
定
例
会
議
の
報
告

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
輝
か
し
い
希
望
に

満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た「
真
結
の
会
」

の
活
動
に
対
し
格
別
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
石
川
県
能
登
地
方
を
震
源
と
す

る
大
規
模
な
地
震
に
よ
り
、
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
た
方
々
に
謹
ん
で
お
悔
や
み
を
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆

様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
２
類
か
ら
5
類
へ
移
行
し
た
こ
と
に

伴
い
、〝
自
粛
〟
か
ら
〝
活
動
〟
へ
と
モ
ー

ド
を
切
り
替
え
な
が
ら
、
地
域
活
動
も
徐
々

に
活
発
化
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
一

方
で
、
紛
争
や
天
候
不
良
を
起
因
と
す
る
原

材
料
価
格
の
上
昇
、
円
安
の
影
響
に
よ
る
物

価
高
騰
な
ど
厳
し
い
経
済
情
勢
に
加
え
、
自

然
災
害
の
頻
発
化
、
激
甚
化
な
ど
様
々
な
課

題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

私
共
「
真
結
の
会
」
は
会
派
一
丸
と
な
り
、

そ
れ
ら
課
題
の
解
消
並
び
に
、
真
に
「
市
民

に
開
か
れ
た
議
会
」
の
実
現
に
向
け
、
市
民

の
皆
様
と
の
対
話
を
重
ね
な
が
ら
、
全
力
で

取
り
組
み
を
続
け
て
参
り
ま
す
の
で
、
一
層

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
5
年
12
月
定
例
会
議
は
12
月
1
日

か
ら
開
か
れ
、
提
出
さ
れ
た
一
般
会
計
補

正
予
算
等
の
議
案
48
件
及
び
報
告
1
件
を

審
査
の
上
可
決
承
認
し
ま
し
た
。
補
正
予

算
7
億
１
，
５
０
０
万
円
余
は
持
続
可
能
な

子
ど
も
医
療
体
制
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に

病
児
・
病
後
児
保
育
施
設
の
新
設
を
支
援
し
、

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
の
整
備
を
推

進
す
る
た
め
の
予
算
や
、
令
和
7
年
に
開
園

30
周
年
を
迎
え
る
四
季
の
里
の
将
来
構
想
を

検
討
す
る
た
め
の
経
費
な
ど
で
す
。
そ
の
他
、

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
配
慮
す
る
と
と
も
に

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
等
の
浸
透
に
伴
う
申

請
・
交
付
方
法
の
多
様
化
に
迅
速
に
対
応
す

る
た
め
の
、
福
島
市
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制

定
の
件
に
つ
い
て
審
査
し
、
可
決
承
認
し
ま

し
た
。

　
会
議
途
中
の
12
月
11
日
と
15
日
に
は
追
加

議
案
が
そ
れ
ぞ
れ
13
件
、
2
件
提
出
さ
れ
、

審
査
の
上
可
決
し
ま
し
た
。
主
な
補
正
予
算

の
内
容
は
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
生
活
を

支
援
す
る
た
め
早
期
に
7
万
円
を
給
付
す
る

た
め
に
要
す
る
費
用
な
ど
で
す
。

　
一
般
質
問
で
は
当
会
派
か
ら
3
人
が
質
問

し
、
諸
課
題
を
質
し
ま
し
た
。

新
年
を
迎
え
て

真さ
な

田だ 

広ひ
ろ

志し
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福
島
市
議
会

　市民の皆様と真に心を結び、
人々が生き生きと、そして心穏
やかに暮らせる県都・ふくしま、
県境を越えた広域圏域のリー
ダーにふさわしい中核市・ふく
しまの実現を目指す。

　市民の皆様と同じ目線に立ち
様々な政策提言をするととも
に、厳しい環境に取り巻かれて
いる地方議会の在り方を見つめ
直し真に開かれた、期待される
議会を目指す。

福島市議会 真結の会
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真結の会 綱領

ま
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の
か
い
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12
月
定
例
会
に
お
い
て
福
島
市
は
、
長
引
く
物
価
高
に
直
面
す
る
市
民
生
活
の
支
援
と
地
域
経
済
の
下
支
え
を
図

る
た
め
福
島
市
選
択
型
エ
ー
ル
ク
ー
ポ
ン
を
発
行
し
ま
す
。
世
帯
ご
と
に
購
入
不
要
の
紙
の
ク
ー
ポ
ン
か
、
デ
ジ
タ
ル

ク
ー
ポ
ン
「
福
デ
ジ
く
ん
」
を
選
べ
電
子
ク
ー
ポ
ン
の
場
合
は
最
大
30
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
が
付
く
も
の
で
す
。
福
島
市

で
は
こ
の
施
策
に
対
し
、
発
行
費
用
７
億
１
，
０
０
０
万
円
を
盛
り
込
ん
だ
今
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
が
12
月
定

例
会
議
に
提
出
さ
れ
、
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
発
行
し
た
、「
福
島
市
デ
ジ
タ
ル
ク
ー
ポ
ン
」

に
対
し
利
用
者
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操
作
が
わ

か
り
に
く
い
、
使
え
な
い
等
と
の
問
い
合
わ
せ
が
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
、
こ
れ
に
対
し
多
く
の

市
民
の
声
に
こ
た
え
利
用
し
や
す
い
よ
う
、
デ
ジ
タ

ル
と
紙
ク
ー
ポ
ン
の
２
種
類
か
ら
選
択
で
き
る
よ
う

に
し
た
も
の
で
す
。
購
入
は
、
１
月
末
に
送
付
さ
れ

る
案
内
を
も
と
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
み
ま

す
。
対
象
は
福
島
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
約
２
６
９
，

０
０
０
人
で
す
。
利
用
期
間
は
令
和
6
年
3
月
1
日

か
ら
5
月
31
日
で
す
。

市
役
所
本
館
隣
に
、（
仮
称
）
市
民
セ
ン
タ
ー
が
令
和
６
年
11
月
中

の
完
成
に
向
け
て
工
事
中
で
す
。
現
在
の
進
捗
状
況
は
免
振
機
能
を
持

つ
（
仮
称
）
市
民
セ
ン
タ
ー
の
本
体
工
事
が
12
月
末
で
約
37
パ
ー
セ
ン
ト
、

隣
接
す
る
4
層
5
段
、
約
２
７
０
台
収
容
の
立
体
駐
車
場
工
事
が
約

０・１
パ
ー
セ
ン
ト
で
完
成
に
向
け
施
工
が
進
ん
で
い
ま
す
。

（
仮
称
）
市
民
セ
ン
タ
ー
は
老
朽
化
し
た
市
民
会
館
、
中
央
学
習
セ

ン
タ
ー
、
敬
老
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
集
約
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
使
い

や
す
い
市
民
向
け
の
施
設
と
な
り
ま
す
。
1
、
2
階
の
市
民
交
流
部
分

は
市
民
が
活
用
す
る
た
め
の
調
理
や
音
楽
な
ど
様
々
な
機
能
を
持
つ
大

小
の
部
屋
の
他
、
大
ホ
ー
ル
や
小
ホ
ー
ル
も
有
し
様
々
な
催
し
が
可
能

で
、
災
害
時
に
は
避
難
所
と
し
て
も
利
用
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
3
階

部
分
の
会
議
室
部
分
は
行
政
と
市
民
双
方
が
利
用
可
能
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
4
階
、
5
階
に
は
議
場
な
ど
の
議
会
機
能
を
持
た
せ
る
こ
と

で
市
民
が
訪
れ
や
す
い
、
よ
り
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
ま
す
。
議
場

に
は
採
決
の
際
の
各
議
員
の
賛
否
が
表
示
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
も
配
備
さ

れ
る
な
ど
、
議
会
改
革
も
前
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

選
択
型
エ
ー
ル
ク
ー
ポ
ン
を
発
行

建
設
進
む（
仮
称
）市
民
セ
ン
タ
ー

令和6年度
福島市予算編成に対する要望書

予算要望にあたって
東日本大震災から１２年半余が経過し着々と復興が進められる一方、新型コロナ

ウイルス感染症への対応やコロナ禍で更に進む人口減少・少子高齢化、また、ロ
シアによるウクライナ侵攻を背景とした原材料価格の上昇に加え、円安の影響によ
る物価高騰など、世界的に景気後退懸念が高まり不確実な情勢が続いております。

本市においても、個人消費やインバウンド需要の回復などコロナ禍からの脱却が
進み、地域経済への波及効果が見込まれる一方で、社会情勢や物価高を背景に人
件費、燃料費、光熱費など経常経費の増加が続くものと予想されます。
さらには令和６年度以降において、福島駅前交流・集客拠点施設整備事業や（仮

称）市民センター建設などの大型事業の本格化などにより投資的経費の額が高水
準で推移し実質公債費比率も急速に跳ね上がり、令和９年度には財政調整基金及び
減債基金も底をつくとの見通しが出ていることからも、これまで以上に歳入歳出の
収支均衡の堅持を意識しながら将来に向け健全な財政基盤の確立を図る必要があ
ります。

今後の行財政運営に関しては、次世代に過度な負担を残さず、中長期的な視点
に立った財政見通しのもと、限られた行財政資源の有効活用を図りながら「事業の
選択と集中」により、財政収支バランスのとれた健全な財政運営が行われるよう期
待し、要望致しました。

1.活気あふれる、ずっと住み続けたい街
⑴中心市街地の活性化
⑵災害への万全な体制づくり
⑶ふくしま田園中枢都市圏域内の連携強化
⑷持続する農林業
⑸県都にふさわしい商工業の振興
⑹温室効果ガスの削減の推進
⑺新たな視点による観光の展開

２．出会い、結婚、子育て 若い世代に選ばれるまち
⑴定住するなら福島市へ　夢が描けるまちづくり
⑵教育環境の充実
⑶子どもを守るための福祉体制の拡充
⑷引きこもりからの自立支援

３．高齢者や障がい者にも優しい福祉のまち
⑴高齢者が出かけたくなる元気高齢者まちづくり
⑵障がい者の自立を目指す支援態勢

４．住み心地のいい共創都市
⑴文化レベルの向上
⑵豊かな自然、魅力ある歴史、文化を未来へ
⑶共創の推進と市行政機能の一層の充実
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福島市議会には下記の４つの常任委員会があり、
あらかじめ決められた担当所管について、少人数で
集中的に審議を尽くすために設置された委員会です。

それぞれが所管する事務の調査、議案、請願、陳情など
の審査を行っております。なお、□内は、それぞれの常任
委員会における当会派の所属議員名です。◎は委員長。

常任委員会の
報告

総
務
常
任
委
員
会

◎
鈴
木 

正
実
／
二
階
堂 

武
文
／
菅
原 

美
智
子

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

◎
川
又 

康
彦
／
宍
戸 

一
照

経
済
民
生
常
任
委
員
会

◎
根
本 

雅
昭
／
真
田 

広
志

建
設
水
道
常
任
委
員
会

尾
形 

武
／
斎
藤 

正
臣

【
都
市
政
策
部
】福
島
交
通
株
式
会
社
に
対
し
、乗
車
定

員
29
名
の
Ｂ
Ｙ
Ｄ
社
製
小
型
電
気
バ
ス「
Ｊ
６
」1
台
の

車
体
内・外
装
の
架
装
費
用
と
し
て
、１
千
５
０
０
万
円

程
度
の
経
費
に
対
す
る
１
／
４
の
３
７
５
万
円
を
上
限

に
補
助
す
る
た
め
の
財
源
を一般
財
源
か
ら
拠
出
す
る

た
め
の
Ｅ
Ｖ
バ
ス
架
装
整
備
支
援
事
業
費
を
計
上
し
ま

し
た
。市
地
域
公
共
交
通
計
画
に
基
づ
き
、ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け
て
集
客
力
の
あ
る
移
動
手
段

と
し
て
地
域
振
興
等
に
活
用
す
る
た
め
の
も
の
で
、「
見

て
、乗
っ
て
楽
し
い
バ
ス
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
官
民
連
携
で

地
域
公
共
交
通
の
高
付
加
価
値
化
を
目
指
し
ま
す
。ま

た
、昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
に

よ
り
厳
し
い
経
営
状
況
に
な
っ
て
い
る
阿
武
隈
急
行
株

式
会
社
に
対
し
、引
き
続
き
計
上
損
失
相
当
額
を
沿
線

自
治
体
と
協
調
し
て
支
援
し
、沿
線
住
民
の
移
動
手
段

を
確
保
す
る
た
め
、本
市
の
負
担
割
合
で
あ
る
１
／
４
×

４
８・９
６
５%

に
準
じ
４
千
６
４
７
万
円
余
を
応
分
負

担
す
る
阿
武
隈
急
行
対
策
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

【
市
民・文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
】福
島
市
印
鑑
の
登
録
及
び

証
明
に
関
す
る
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例
を
可
決

し
ま
し
た
。こ
れ
は
、性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
々
へ
の

配
慮
と
し
て
申
請
書
お
よ
び
印
鑑
登
録
証
明
書
の
性

別
欄
を
削
除
す
る
も
の
で
す
。さ
ら
に
、証
明
書
の
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
交
付
申
請
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
商
工
観
光
部
】地
域
資
源
を
活
用
し
た
観
光
コ
ン
テ

ン
ツ
創
造
支
援
事
業
費
９
０
０
万
円
を
計
上
し
ま
し

た
。こ
れ
は
、地
域
経
済
の
活
性
化
に
繋
げ
る
た
め
、周

遊
、滞
在
し
た
く
な
る
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
発
掘
、磨
き

上
げ
、創
造
等
に
取
り
組
む
事
業
者
に
対
し
予
算
の
範

囲
内
で
補
助
率
１
／
２
以
内
、上
限
１
５
０
万
円
の
補

助
金
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

【
農
政
部
・
農
業
委
員
会
】四
季
の
里
整
備
事
業
費

１
千
３
０
０
万
円
を
追
加
計
上
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、

令
和
7
年
に
30
周
年
を
迎
え
る「
四
季
の
里
」の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
に
向
け
、吾
妻
山
麓
エ
リ
ア
の
拠
点
と
し
て
集

客
力
を
あ
げ
る
将
来
構
想
を
検
討
す
る
も
の
で
す
。

【
財
務
部
】新
清
水
支
所
の
完
成
に
伴
い
、旧
支
所
建

物
の
解
体
工
事
に
４
千
５
０
０
万
円
を
計
上
し
ま
し

た
。新
支
所
の
本
体
工
事
は
５
年
10
月
に
完
了
、外

構
工
事
な
ど
を
行
い
、こ
と
し
２
月
26
日
に
開
所
し

ま
す
。異
動
手
続
き
な
ど
支
所
業
務
が
繁
忙
と
な
る

3
、4
月
の
着
工
を
避
け
て
解
体
工
事
に
着
手
、８
月

上
旬
に
は
完
了
し
ま
す
。跡
地
は
駐
車
場
と
し
て
整

備
、活
用
し
ま
す
。解
体
工
事
期
間
中
は
支
所
北
側

か
ら
敷
地
内
に
入
る
通
路
が
手
狭
と
な
る
た
め
、安

全
確
保
に
配
慮
し
行
う
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

【
消
防
本
部
】消
防
本
部・福
島
消
防
署
の
実
施
設
計

に
合
わ
せ
、高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
実
施
設

計
も
並
行
し
て
行
い
ま
す
。業
務
委
託
仕
様
書
に
基

づ
き
、同
セ
ン
タ
ー
に
必
要
な
シ
ス
テ
ム
及
び
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
成
や
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
整
備
に
伴

う
基
地
局
整
備
の
設
計
な
ど
を
同
セ
ン
タ
ー
実
施
設

計
業
務
委
託
仕
様
書
に
基
づ
き
費
用
を
算
出
、債
務

負
担
行
為
の
補
正
予
算
と
し
ま
す
。

【
教
育
委
員
会
】中
央
地
区
小
学
校
の
あ
り
方
検
討
会

（
仮
称
）の
設
置
を
承
認
し
、校
舎
の
老
朽
化
や
児
童
数

の
減
少
が
進
ん
で
い
る
中
央
地
区
の
小
学
校
の
再
編
の

あ
り
方
と
目
指
す
学
校
像
、さ
ら
に
、市
内
全
域
か
ら
便

利
な
中
央
地
区
で
増
加
す
る
不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
へ

の
支
援
を
充
実
す
る
方
策
が
検
討
さ
れ
ま
す
。

【
こ
ど
も
未
来
部
】病
児・病
後
児
保
育
施
設
は
現
在
幼

児
の
み
で
1
施
設
で
す
が
、保
護
者
の
ニ
ー
ズ
を
受
け
て

新
設
の
小
児
科
に
小
学
生
も
受
入
可
能
な
施
設
を
整
備

し
て
２
施
設
と
し
ま
す
。１
千
４
１
３
万
３
千
円
の
予
算

を
計
上
し
ま
し
た
。

【
健
康
福
祉
部
】安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
の
充
実

を
図
る
た
め
、こ
ど
も
の
医
療
確
保
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と

し
て
、市
内
で
の
小
児
科
診
療
所
の
新
規
開
業
に
対
す
る

補
助
制
度
を
創
設
す
る
と
共
に
年
末
年
始
等
の
小
児
科

診
療
先
に
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
開
設
し
、市
医
師
会
の
当

番
医
を
補
完
す
る
こ
と
で
小
児
医
療
体
制
の
充
実
を
図

る
た
め
の
、３
千
３
０
０
万
円
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

4月から解体工事が始まる旧清水支所
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真さ
な

田だ 

広ひ
ろ

志し

二に

階か
い

堂ど
う 

武た
け

文ふ
み

川か
わ

又ま
た 

康や
す

彦ひ
こ

斎さ
い

藤と
う 

正ま
さ

臣お
み

尾お

形が
た 

武た
け
し

菅す
が

原わ
ら 

美み

智ち

子こ

宍し
し

戸ど 

一か
ず

照て
る

飯
坂
町
字
湯
町
25
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

５
４
２-

４
２
５
１

http://kaw
am

ata-yasuhiko.com
/

根ね

本も
と 

雅ま
さ

昭あ
き

鈴す
ず

木き 

正ま
さ

実み

松
浪
町
１
番
15
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
２
３-

３
２
０
１

町
庭
坂
字
内
町
51
番
地
の
２

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
９
１-

１
１
３
８

http://nikaidou.net/

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
５
３-

０
７
１
１

https://m
ichikopro.jp/

渡
利
字
七
社
宮
５
番
地
の
１

ヴ
ェ
ル
ー
ド
ー
ネ
七
社
宮
３
０
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
２
１-

２
３
４
２

荒
井
字
上
町
裏
10
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
９
３-

１
０
３
５

松
川
町
浅
川
字
大
古
内
９
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
４
８-

７
６
８
３

幹
事
長

渡
利
字
七
社
宮
39
番
地
の
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
０-

５
０
９
２-

６
８
０
１

https://m
-nem

oto.com
/

飯
坂
町
平
野
字
林
添
１
番
地
の
１
０
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
４
３-

１
２
１
８

会
長

副
会
長

総
務
会
副
会
長

顧
　
問

政
調
会
長

総
務
会
長

副
会
長

相
談
役

所
属
議
員
一
覧

12
月
定
例
会
議
の
最
終
日
に
、
議
員
11
名
に
よ

る
「
議
員
定
数
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
」
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
当
会
派
か
ら
は
3
名
が
委
員

と
な
り
斎
藤
正
臣
議
員
が
副
委
員
長
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
。
議
員
定
数
に
関
す
る
特
別
委
員
会
は
9

年
前
に
も
設
置
さ
れ
、
そ
の
後
、
議
論
を
経
て
3

名
の
定
数
を
削
減
し
、
議
員
定
数
は
現
在
の
35
名

と
な
り
ま
し
た
。
特
別
委
員
会
の
設
置
は
そ
れ
以

来
の
も
の
と
な
り
ま
す
が
、
今
回
の
設
置
は
議
会

改
革
検
討
会
で
の
議
論
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
あ

り
、
議
会
自
ら
が
定
数
に
つ
い
て
検
討
を
始
め
る

も
の
で
す
。
人
口
減
少
が
始
ま
っ
て
い
る
福
島
市

に
お
い
て
こ
れ
か
ら
の
適
正
な
議
員
定
数
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
真
結
の
会
と
し
て
こ
れ
ま
で
同
様
、

市
民
目
線
に
立
っ
た
議
員
定
数
の
あ
り
方
を
議
論

し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
回
の
12
月
定
例
会
議
に
お
い
て
、
当
会
派
か
ら
は
菅
原
美
智
子
議
員
、
斎
藤
正
臣
議
員
、
尾
形
武
議
員
の
３
名
が
、

当
面
す
る
市
政
各
般
の
課
題
に
つ
い
て
質
問
い
た
し
ま
し
た
。

本
市
は
２
０
２
３
年
8
月
31
日
に
「
ノ
ー
モ

ア
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
宣
言
」
を
行
い
、
本
市
の
意

思
を
は
っ
き
り
と
内
外
に
知
ら
し
め
た
わ
け
で

す
が
、
そ
の
後
の
市
民
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
状

況
に
つ
い
て
、
宣
言
を
行
っ
た
効
果
を
含
め
て

伺
い
ま
し
た
。

当
局
（
市
長
）
か
ら
は
、
本
宣
言
が
広
く

報
道
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
方
か
ら
環

境
保
全
や
景
観
へ
の
配
慮
を
求
め
る
声
な
ど
の

本
宣
言
に
対
す
る
肯
定
的
な
意
見
を
頂
き
、「
ふ

る
さ
と
の
景
観
を
次
世
代
へ
守
り
継
ぐ
」
と
い

っ
た
本
市
の
考
え
を
発
言
で
き
た
と
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

効
果
に
つ
い
て
は
、
山
地
へ
の
大
規
模
太
陽

光
発
電
施
設
の
設
置
に
対
す
る
抑
止
効
果
が

あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

⃝

内
水
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て

⃝

古
関
裕
而
の
ま
ち・ふ
く
し
ま
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

⃝

交
流
と
学
び
の
場
の
充
実
に
つ
い
て

⃝

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に
つ
い
て

福
島
駅
東
口
及
び
西
口
そ
れ
ぞ
れ
に
集

客
拠
点
施
設
を
設
け
、
そ
れ
ら
を
結
ぶ
東

西
自
由
通
路
及
び
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ

を
設
置
す
る
こ
と
が
県
都
ふ
く
し
ま
の
顔
と

し
て
必
要
で
す
が
、
中
心
市
街
地
に
お
け
る

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
公
共
施
設
の
戦
略
的
再

編
整
備
に
対
し
て
の
青
写
真
を
ど
の
よ
う
に

描
い
て
い
る
の
か
伺
い
ま
し
た
。

当
局
か
ら
は
、
駅
東
西
の
現
状
を
踏
ま
え

た
東
西
一体
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
検
討
が
必

要
で
あ
り
、
東
口
再
開
発
事
業
と
の
機
能

分
担
を
図
る
と
共
に
西
口
に
は
民
間
の
商
業

機
能
等
と
市
立
図
書
館
等
の
公
共
施
設
が

連
携
し
た
複
合
施
設
が
必
要
で
あ
り
、
東
西

の
連
結
機
能
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、

東
西
自
由
通
路
と
施
設
と
を
結
ぶ
ペ
デ
ス
ト

リ
ア
ン
デ
ッ
キ
も
計
画
に
組
み
込
み
、
駅
舎・

駅
ビ
ル
の
建
て
替
え
も
さ
ら
に
働
き
か
け
て

い
く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
け
る
福
島
大
学

及
び
県
立
医
科
大
学
周
辺
地
域
の
都
市
計
画

に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

当
局
（
都
市
政
策
部
長
）
か
ら
は
両
大
学
の

周
辺
地
は
研
究
・
業
務
機
能
拠
点
と
し
て
広
域

交
通
体
系
と
連
携
し
、
自
然
環
境
と
の
共
生

に
配
慮
し
た
機
能
充
実
を
図
る
と
共
に
、
地

域
で
の
開
発
手
法
に
つ
い
て
、
民
間
主
導
に
よ

る
市
街
化
調
整
区
域
の
地
区
計
画
の
活
用
が

検
討
で
き
る
こ
と
か
ら
今
年
度
は
出
前
講
座
に

よ
る
勉
強
会
を
２
回
開
催
し
、
今
後
も
地
域
の

皆
様
と一緒
に
考
え
て
ま
い
り
ま
す
と
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

⃝
令
和
６
年
度
予
算
編
成
の
基
本
方
針
と
諸
課
題
に
つ
い
て

⃝

飼
料
用
米
品
種「
天
の
つ
ぶ
」の
継
続
的
な
栽
培
に
つ
い
て

⃝

デ
ジ
タ
ル
く
ー
ぽ
ん
を
利
用
で
き
な
い
方
へ
の
支
援

　
に
つ
い
て

⃝

松
川
地
区
義
務
教
育
学
校
の
登
下
校
ス
ク
ー
ル

　
バ
ス
の
運
行
計
画
に
つ
い
て

令
和
５
年
12
月
定
例
会
議一般
質
問（
抜
粋
）

　「
ノ
ー
モ
ア
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

　 

宣
言
」に
つ
い
て

　
中
心
市
街
地
に
お
け
る

　
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
公
共

　
施
設
の
戦
略
的
再
編
整
備
に

　
つ
い
て

　
福
島
大
学
及
び

　
県
立
医
科
大
学
周
辺
地
域
の

　
都
市
計
画
に
つ
い
て

今回の質問の全体内容は、福島市議会ホームページ
【https://www.city.fukushima.fukushima.jp/gi-soumu/shise/shigikai/】の「議会録画中継」でご覧いただけます。

◦
文
教
福
祉
常
任
委
員
長

◦
議
会
運
営
委
員

◦
複
合
市
民
施
設
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員

◦
議
員
定
数
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員

◦
経
済
民
生
常
任
委
員

◦
複
合
市
民
施
設
に
関
す
る

　
調
査
特
別
委
員

◦
副
議
長

◦
総
務
常
任
委
員

◦
総
務
常
任
委
員

◦
議
会
運
営
委
員

◦
文
教
福
祉
常
任
委
員

◦
建
設
水
道
常
任
委
員

◦
議
会
運
営
副
委
員
長

◦
議
員
定
数
に
関
す
る
調
査
特
別

　
副
委
員
長

◦
経
済
民
生
常
任
委
員
長

◦
複
合
市
民
施
設
に
関
す
る

　
調
査
特
別
委
員

◦
議
員
定
数
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員

◦
建
設
水
道
常
任
委
員

◦
監
査
委
員

◦
総
務
常
任
委
員
長

議
員
定
数
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
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